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国
文
白
百
合
投
稿
規
定

一

、
本
誌
へ
の
投
稿
資
格
は
、
白
百
合
女
子

　

大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
採
否
に
は
、
本
誌
編
集
委

　

員
会
が
あ
た
り
ま
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
枚
数
は
、
四
百
字
詰
原
稿

　

用
紙
三
十
枚
を
原
則
と
し
ま
す
。

一
、

投
稿
論
文
の
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

一

、
投
稿
論
文
は
、
正
副
合
わ
せ
て
二
部
お

　

送
り
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
。

一

、
本
誌
四
十
八
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月

　

刊
行
予
定
）
の
投
稿
締
切
は
、
平
成
二

　

十
八
年
九
月
二
十
五
日
で
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
送
付
先
は
、
白
百
合
女
子

　

大
学
国
語
国
文
学
科
研
究
室
で
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　
「
国
文
白
百
合
」
4
7
号
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
本
号
も
、
会
員
の
方
々
よ
り
、
ご
論
文
や
研

究
ノ
ー
ト
、
目
録
、
著
書
紹
介
を
寄
稿
し
て
頂

き
、
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
代
も

分
野
も
幅
広
く
、
充
実
し
た
誌
面
に
な
り
ま
し

た
。　

ご

投
稿
下
さ
い
ま
し
た
、
専
任
教
員
の
平
沢

竜
介
先
生
、
室
城
秀
之
先
生
、
非
常
勤
講
師
の

安
冨
順
先

生
、
三
浦
則
子
先
生
、
卒
業
生
の
佐

藤
ゆ
か
り
さ
ん
、
田
沼
伊
都
子
さ
ん
、
在
学
生

の
察
芸
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
、
本
学
は
め
で
た
く
大
学
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
国
文

白
百
合
」
も
三
年
後
に
は
五
十
号
を
発
行
す
る

運
び

と
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
二
〇
一
六
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
文
学
部
の
み
で
あ
っ
た
の
が
二

学
部
六
学
科
に
な
る
予
定
で
す
。
文
学
部
は
国

語

国
文
学
科
・
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学

科
・
英
語
英
文
学
科
の
三
学
科
、
新
し
く
誕
生

す
る
人
間
総
合
学
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
学
部

児
童
文
化
学
科
の
児
童
文
学
・
文
化
専
攻
と
発

達
心
理
学
専
攻
が
、
そ
れ
ぞ
れ
児
童
文
化
学
科

と
発
達
心
理
学
科
と
な
り
、
新
た
に
初
等
教
育

学
科
が
加

わ
り
、
三
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
国
語
国
文
学
科
は
、
新
文
学
部
の
学
科
と
し

て

再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で

と
同
様
、
「
国
文
白
百
合
」
は
白
百
合
女
子

大
学
国
語
国
文
学
会
の
す
べ
て
の
会
員
の
方
々

に
開
か
れ
た
学
術
雑
誌
と
し
て
継
承
し
て
ゆ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
号
も
ふ
る
っ
て
ご
寄
稿
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（
山
本
真
吾
）

「国
文
白
百
合
」
　
4
7
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
売
品

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
　
発
行

〒
一
八
二
ー
八
五
二
五

東
京
都
調
布
市
緑
ヶ
丘
一
ー
二
五

　
白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
内

編
　
集

　
　
　

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

発
　
行

（電
）
〇
三
－
三
三
二
六
ー
五
〇
五
〇
（
代
表
）

一 65一


